
令和５年７月８日（土）
羽生てんのうさま夏祭り

　
羽
生
市
自
治
会
連
合
会
会
長
の
福
地
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
自
治
会
連
合
会
並
び
に
各
地
区
で
の
自
治
会
活
動
に
ご
支
援

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

近
年
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
自
治
会
活
動
の
縮

小
や
自
治
会
加
入
率
の
低
下
な
ど
に
大
変
苦
慮
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
現
在
は
コ
ロ
ナ
が
収
束
傾
向
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
感
染
防
止

対
策
を
講
じ
て
、
徐
々
に
各
地
区
で
の
活
動
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。
今
後
は
さ
ら
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
強
化
し
、
災
害
時
の

対
応
や
防
犯
対
策
の
効
果
を
高
め
る
た
め
、
地
域
で
の
活
動
を
取
り
戻
し

て
い
く
フ
ェ
ー
ズ
に
向
か
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
皆
さ
ま
の
ご
協
力
が

必
要
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。
少
子
高
齢
化
が
深
刻
化
し
て
お
り
ま
す
が
、

子
ど
も
た
ち
な
ど
若
い
世
代
と
一
体
と
な
り
、
協
力
体
制
を
整
え
て
、
連

携
強
化
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

自
治
会
活
動
を
し
て
い
く
中
で
、
皆
さ
ま
が
相
談
で
き
る
よ
う
な
環
境

づ
く
り
や
体
制
に
し
て
い
く
た
め
、
行
政
等
と
も
情
報
共
有
を
深
め
て
活

動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
さ
ま
の
ご
支
援
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

羽
生
市
自
治
会
連
合
会
　
会
長
あ
い
さ
つ

羽生市自治会連合会
会長　福地　貞夫

副会長
正田　弘行

副会長
長谷川　弘行

事務局長兼会計
蓮見　喜義
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羽
生
市
自
治
会
連
合
会
の
皆
様
に
は
、
日

頃
か
ら
市
政
各
般
に
わ
た
り
、
多
大
な
る
ご

支
援
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
さ
て
、日
本
各
地
で
自
然
災
害
が
多
発
し
、

防
災
・
減
災
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
で
は
、
さ
ら
な
る
防
災
力
の
強

化
を
図
る
た
め
、
自
主
防
災
組
織
や
災
害
時

応
援
協
定
締
結
団
体
等
と
連
携
し
、
本
年
11

月
19
日
に
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
令
和
４
年
度
か
ら
６
年
度
ま
で
の
３

か
年
計
画
で
防
災
行
政
無
線
を
デ
ジ
タ
ル
化

す
る
と
と
も
に
、防
災
ア
プ
リ
等
を
導
入
し
、

防
災
情
報
を
迅
速
か
つ
的
確
に
提
供
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
自
主
防
災
組
織
が
実
施
す
る
防

災
訓
練
や
防
災
資
機
材
等
の
購
入
へ
の
支
援

を
継
続
す
る
な
ど
、
こ
れ
か
ら
も
皆
様
と
と

も
に
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
羽
生
市
自
治
会
連
合
会
の
ま
す

ま
す
の
ご
発
展
と
会
員
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご

活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

　
令
和
５
年
５
月
25
日
に
第
11
回
羽
生
市
自

治
会
連
合
会
定
期
総
会
が
羽
生
市
産
業
文
化

ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
、
以
下
の
議
案
が
承

認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

①
令
和
４
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

②
令
和
４
年
度
収
支
決
算
に
つ
い
て

③
令
和
５
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

④
令
和
５
年
度
収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

⑤
羽
生
市
自
治
会
連
合
会
災
害
対
応
基
金
に

関
す
る
規
定
の
一
部
改
正
（
案
）
に
つ
い
て

⑥
役
員
承
認
（
案
）
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
書

面
開
催
が
続
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
４
年
ぶ

り
に
参
集
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
後
は
、

よ
り
各
自
治
会
と
の
情
報
共
有
を
深
め
、
誰

も
が
安
全
に
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
社

会
の
実
現
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

　
令
和
５
年
7
月
11
日
に
今
回
任
期
を
終
え

て
退
任
さ
れ
た
自
治
会
長
30
名
に
対
し
、
羽

生
市
長
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

羽
生
市
長
よ
り
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、

退
任
自
治
会
長
を
代
表
し
て
長
谷
川
光
男
様

（
旭
町
）
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

〈
退
任
自
治
会
長
（
敬
称
略
）〉

旭　
　
　
　
　
町	

長
谷
川　
光　
男

東　
　
　
　
　
町	

小
久
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新　
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清　
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郎

新　
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明

皆
様
と
と
も
に
防
災
力
を
強
化

羽
生
市
長

　

河	

田	

晃	

明

第
11
回　
定
期
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

感
謝
状
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
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自
治
会
連
合
会
で
は
、
３
つ
の
委
員

会
を
設
置
し
、
自
治
会
を
取
り
巻
く
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
の
解
決
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

【
総
務
委
員
会
】

　
自
治
会
活
動
の
活
性
化
お
よ
び
円
滑

化
を
図
る
た
め
、
自
治
会
活
動
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
の
改
訂
、
自
治
会
向
け
の
各
種

様
式
集
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
を
行
い
ま

し
た
。

　
今
年
度
も
自
治
会
が
抱
え
る
諸
問
題

の
検
討
や
自
治
会
加
入
率
向
上
に
向
け

て
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

【
自
主
防
災
推
進
委
員
会
】

　

地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、

昨
年
度
は
災
害
時
の
地
域
住
民
の
避
難

完
了
ま
た
は
無
事
を
知
ら
せ
る
掲
示

（
黄
色
旗
等
の
掲
出
）の
検
討
と
情
報
共

有
、
避
難
所
開
設
訓
練
へ
の
協
力（
須

影
、
岩
瀬
、
手
子
林
、
村
君
地
区
）、

図
上
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
年
度

も
自
主
防
災
組
織
に
よ
る
防
災
訓
練
の

推
進
等
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

【
自
治
連
だ
よ
り
編
集
委
員
会
】

　

自
治
会
連
合
会
の
活
動
周
知
の
た

め
、
昨
年
度
は
自
治
会
連
合
会
だ
よ
り

第
18
号
・
第
19
号
を
作
成
し
、
全
戸
配

布
し
ま
し
た
。
今
年
度
も
自
治
会
連
合

会
だ
よ
り
の
作
成
と
配
布
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
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委
員
会
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活
動
に
つ
い
て

　
長
年
の
利
用
で
傷
ん
だ
り
、
破
損
し
た
場
合
は
、
自
治
会
長
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
新
し

い
も
の
に
交
換
い
た
し
ま
す
。

回
覧
板
に
つ
い
て

令和5年度　自治会連合会年間行事予定
開催予定日 行　　事　　予　　定

４月11日
５月 ９日

16日
25日

６月13日
７月11日
８月 ８日

17日
９月12日
10月10日

予定
11月14日

予定
12月12日
１月 ９日

予定

２月13日
15日

３月12日
随時

理事会
理事会
新任自治会長研修会
第11回定期総会
理事会
理事会
理事会
自治連だより発行（第20号）
理事会
理事会
スキルアップ研修会
理事会
視察研修会
理事会
理事会
防災講演会
新春懇親会
理事会
自治連だより（第21号）
理事会
各委員会（総務、自主防災
推進、自治連だより編集）

羽生市自治会連合会だより （4）令和５年８月17日　第20号



本川俣公園が新規オープン
本川俣東自治会長　竹盛　文雄

　羽生市立川俣小学校の西側に「本川俣公園」が４月４日に新しく誕生しました。
　国の利根川堤防強化事業用地となった葛西親水公園の一部の移転と再整備工事により生まれた多目
的公園。面積4,466平方メートルで、広い駐車場、多目的トイレと水飲み場を完備し、随所にベンチ
も据えられ、地域住民の憩いの場として利用され
ることが期待されます。
　朝から青空が広がったこの日、川俣グラウンド
ゴルフ愛好会の方々が真新しい広場で晴れやかな
笑顔でプレーされていました。
　会員の方は「こんな素晴らしい公園ができて感
謝です。これからも健康づくりに頑張りたい」と
話していました。

計画平面図 公園入口

広場とトイレ 競技中の皆さん

〒348-0044　羽生市上岩瀬 1315-1
TEL 048-577-7480

（本社）〒349-0133　蓮田市閏戸 2564-2
　　　 TEL 048-764-0025

介護タクシー
Key-Man

羽生営業所

羽生市自治会連合会だより（5） 第20号　令和５年８月17日 羽生市自治会連合会だより

有料広告大募集　　　羽生市自治会連合会だよりで、あなたのお店や会社をPRしませんか！



下新郷地区　お獅子様
新郷１区自治会長　酒巻　勝美

　下新郷地区（新郷１区、２区、３区）では、毎年７月10日にお獅子様を地区全体で行っています。
　お獅子様とは、厄除け、疫病除けとして、春から夏にかけて行う行事であり、他の地区でも実施して
いるところもあると思います。当地区では、加須市騎西の玉敷神社から御神宝である刀、天狗の面など
を借り受け、朝６時から昼頃まで、５つの地区が順番に各家庭を廻り、無病息災の祈願を行いました。

「初山祭」を開催
栄町自治会長　松本　昌輝

　令和５年６月30日（金）７月１日（土）雨雲が広がる両日、
木花開耶姫（このはなさくやひめ）を祀る「浅間神社（せんげん
じんじゃ）」に於いて子どもの無事成長を祈る「初山祭」が行わ
れました。
　昔から７月１日は浅間神社の山開きで、この一年間に生ま
れた赤ちゃんが初めて山に登り参拝する「初山詣で」の祭りで
す。この２日間神前にて赤ちゃんの額に御神印をペタンと押
し、無病息災・無事成長を祈願します。
　両日は栄町・元町・相生町・一丁目自治会と社寺委員会の
役員等がコロナ感染対策を施して運営しました。２日間で
306名の赤ちゃんをはじめご両親ご家族が多数参拝に来られ
ました。また、６月30日には「ムジナもん達」が境内に現れて、
皆さん赤ちゃんと一緒に記念写真に納めていました。
　地域で続けられてきた神事です。これからも子どもたちの
健やかな成長を願い活動を行っていきたいと思います。

車両点検整備・車検・販売・用品持込取付
車両診断機を使用した最新車両修理

お気軽にお問合せ下さい！！

株式会社
 ティーモードファクトリー
〒348-0064 埼玉県羽生市藤井上組1088番地
TEL：048-577-3759　FAX：048-577-3793
定休日： 毎週水曜日

羽生市自治会連合会だより （6）令和５年８月17日　第20号

有料広告大募集　　　羽生市自治会連合会だよりで、あなたのお店や会社をPRしませんか！



〇	コロナ禍のためしばらくの間中止していました「ムジナもんワイワイまつり」が３月26日（日）愛宕町
通りで開催されました。
　愛宕町は　町内の方の敷地を借りてお子様向けブースを設けました。
〇	羽生市のキャラクターや、「ムジナキッズ」の皆さんのご参加もいただき、子どもたちは大はしゃぎ
でした。
〇	子どもたちを対象に、クレーンゲーム・ガチャポンマシン等、無料でおもちゃ・お菓子がゲットで
きるという催しです。
　取れなかったらつかみ取り！！
〇	また今回は更生保護女性会羽生支部のメンバーのお手伝いもいただきました。（写真下）
〇当日はあいにくの雨模様でしたが、悪条件にもかかわらず、大変たくさんの来場者でにぎわいました。
皆さん、ありがとうございました！

羽生市キャラクターも参加 ムジナキッズの皆さん

大にぎわい愛宕町ブースの様子

つかみ取りも

あるよ！

愛宕町　ムジナもんワイワイまつり
愛宕町自治会長　髙橋　壮一

羽生市自治会連合会だより（7） 第20号　令和５年８月17日 羽生市自治会連合会だより

有料広告大募集　　　羽生市自治会連合会だよりで、あなたのお店や会社をPRしませんか！



第16回村君あおぞら市場IN永明寺（ようめいじ）の紹介
常木自治会長　蓮見　一男

　５月14日（日）９時～ 14時に村君商工会あおぞら市場実行委員会の皆様のご苦労により、村君永明
寺駐車場において開催されました。
　これは村君の地区を盛り上げ元気にし、地域住民のふれあいの場として開催しているお祭りです。
新型コロナウイルス感染症が５類に移行したという事で、たくさんの地域の方々に参加いただき盛況
でした。また、まだ感染対策として多くの方がマスクをしていました。早くマスクなしの生活が出来
るといいですね。
　天気予報は雨模様でしたが、開催時間中は雨も降らず暑くもなく無事開催出来ました。
　村君地区の各種団体の協力により屋台やゲームコーナーが設けられました。また、キッチンカーや
野菜及び物品の販売・生そばの実演販売などが出店し、おいしい食物や買い物を楽しんでいました。

　永明寺には県指定史跡村君永明寺古墳（前方後円墳）があり散策が出来ます。当日は古墳とその周り
の気まぐれ散策も行われ、市職員により古墳に関する見どころの紹介もされ、多くの方が参加されて
いました。
　これから益々盛り上がっていき、地域住民が元気になればいいと思います。

そばの実演販売 野菜等の販売

屋台・キッチンカー

とねの会 検索

職員募集中

羽生市自治会連合会だより （8）令和５年８月17日　第20号

有料広告大募集　　　羽生市自治会連合会だよりで、あなたのお店や会社をPRしませんか！



　
令
和
5
年
5
月
16
日
に
ワ
ー
ク

ヒ
ル
ズ
羽
生
に
て
、
今
年
度
か
ら

自
治
会
長
を
務
め
て
い
る
新
任
自

治
会
長
を
対
象
に
、
新
任
自
治
会

長
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
地

域
振
興
課
職
員
か
ら
自
治
会
活
動

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
、
自
治
会
の
意
義
や
自
治
会

長
と
し
て
の
役
割
に
つ
い
て
再
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

自
治
会
の
主
な
活
動

①	

地
域
の
ふ
れ
あ
い
活
動（
夏
祭

り
や
運
動
会
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
、集
会
所
の
管
理
運
営
な
ど
）

②	

地
域
の
安
全
・
安
心
活
動（
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
自
主
防
災
活

動
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
見

守
り
活
動
な
ど
）

③	

地
域
の
環
境
美
化
活
動（
道
路

や
公
園
、
水
路
な
ど
の
清
掃
、

ご
み
集
積
所
の
管
理
運
営
な

ど
）

④	

地
域
の
情
報
共
有（
市
広
報
等

の
回
覧
、
掲
示
板
で
の
情
報
共

有
な
ど
）

　
成
果
が
目
に
見
え
づ
ら
い
活
動

も
真
摯
に
取
り
組
み
、
地
域
の
安

全
・
安
心
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

新
任
自
治
会
長
研
修
会

「繋ごう　笑顔と　支え合いの輪」
加羽ケ崎自治会長　柴田　正信

　ここ、『加羽ケ崎集会所』から絶え間なく聞こえてくる笑い声、元気な歌声と笑顔が一杯。『輝きふれあ
いいきいき健康体操クラブ』は７年目を迎えて、益々張り切った参加者の声が響き渡っています。参加者は、
65歳から94歳迄で、最高齢者が皆勤です。その他、『いきいきハウス』として月１回高齢者が主役（先生）
となって、自分の得意とするものを皆に教えて作品作りをしたり、ゲームやクイズや手品をしたり、瞳を
輝かせて皆との時間を過ごします。他にも、隔月１回『認知症カフェ・ものづくりカフェ』を開催して２年
目を迎えました。健康体操のサポーターは17名で、40歳～ 74歳で、歴代の自治会長６名はサポーター
としてだけでなく常に温かい声かけと力強い相談役を担ってくれています。参加者の一人ひとりの声に耳
を傾けることを心がけ自分らしさを全ての活動で十分に発揮する場として大きな輪を作り、更に活動を広
げています。
　『地域交流の場』としての有効活用、心と心を繋ぎ、常に皆の前向きな活動時間があっという間に過ぎて
しまいます。毎回、地域包括センターの人たちも常に気にかけて見に来て専門的アドバイスをして下さり、
『脳活・脳トレ・ゲーム等』フレイル予防等を取り入れながら、「今日も楽しかった。次は何をやろうかな？」
「来て良かった。また来たい居場所」として、心の広がり継続して活動していきたいと思います。
　……心と心が繋がる明るく楽しい居場所の大切さを……
　加羽ケ崎集会所での活動（継続化を図るための工夫と対策・主役は参加者であることを常に念頭に活動。）
①・	輝きふれあいいきいき健康体操クラブは、７年目を迎え、更に活性化。
②・	コミュニティカフェとものづくり（認知症カフェ）は、２年目を迎え、試行錯誤しながらも、参加者は
楽しく元気一杯ニコニコと活動をしています。

『笑い声　地域皆の　宝物』

輝きふれあいいきいき健康体操クラブ

鈴木電器鈴木電器
電話 048-561-4528
住所 羽生市南５-18-９

おかげさまで創業53年でんきのことなら

羽生市自治会連合会だより（9） 第20号　令和５年８月17日 羽生市自治会連合会だより

有料広告大募集　　　羽生市自治会連合会だよりで、あなたのお店や会社をPRしませんか！



編
集
後
記

　

第
20
号
の
発
行
に
当
た
っ

て
ご
協
力
い
た
だ
い
た
関
係

者
の
皆
様
に
感
謝
し
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
地
域

の
自
治
会
や
自
治
会
連
合
会

の
活
動
を
今
後
も
紹
介
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

自
治
連
だ
よ
り
編
集
委
員
会

羽生市自治会連合会だより歴代表紙

　

羽
生
市
自
治
会
連
合
会
だ
よ

り
は
、
自
治
会
活
動
に
つ
い
て

理
解
と
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
各
地
の
イ
ベ
ン
ト

や
自
治
会
連
合
会
の
活
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 羽生市自治会連合
会が設立して10年が経ちました

　自治会連合会が発足する前は、町内会長から組織される羽生市町内
会連合会と、区長で組織される羽生市連合区長会が、それぞれ活動し

ていました。しかし、自治会や羽生市を取り巻く諸問題に対し両連合会が共通認識を持ち、相互に協力して
問題解決にあたるべきとの意見が多くあり、平成21年に自治会協議会が設立されました。
　それから両連合会が連携して活動していく中で、少子高齢化と人口減少に伴う自治会加入率の低下や役員
の担い手の不足など、今後の自治会の運営に対する危機感が強まり、さらに東日本大震災で改めて地域コミュ
ニティの大切さを認識したことで、今後待ち受ける多くの難題に立ち向かうためには、両連合会がともに手
を取り合って、「羽生はひとつ」という意識のもと、行動しなければならないという機運が高まってきました。
　そこで、自治会協議会は住民自治を強化し、共助による地域づくりの推進を図るため、羽生市町内会連合
会と羽生市連合区長会の統合を決意し、平成25年に羽生市自治会連合会を設立することとなりました。
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